
令 和 4 年 5 月1日現 在

総世帯数
総 人 口

男
女

　

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
の
度
に
、
小

学
生
と
一
緒
に
歌
っ
て
い
る
神
林

ひ
ば
り
の
会
は
、
共
に
創
立
25
周

年
の
童
謡
唱
歌
・
歌
う
モ
ナ
ミ
と

記
念
演
奏
会
を
5
月
8
日
Ｍ
ウ
イ

ン
グ
で
開
催
し
た
。

　

練
習
は
当
初
夜
で
あ
っ
た
が
、

途
中
で
昼
間
の
練
習
と
な
り
一
時

は
56
人
と
講
座
室
満
員
の
盛
況
で

あ
っ
た
が
、
高
齢
化
と
若
い
人
の

入
会
が
な
く
、
現
在
10
人
を
切
る

人
数
と

な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま

で
の
経
過

を
聞
く

と
、
平
成

11
年
11
月

11
日
発
行

の
「
み
ん

な
の
童
謡

唱
歌
集
」

に
は
そ
れ

2,009世帯
4,798人
2,360人
2,438人

　
「
明
日
が
あ
る
さ
」

は
二
通
り
の
解
釈
が
あ

る
。
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
は
明
日
に
も
侵
略
中

止
を
願
っ
て
い
る
▼
仕

事
を
し
て
い
て
「
後
は

明
日
や
れ
ば
」
と
気
軽
に
言
う
場

合
が
多
々
あ
る
。
明
日
と
は
未
知

の
世
に
入
る
訳
で
大
地
震
、
事
故

に
遭
う
か
も
、
逆
に
素
敵
な
出
会

い
と
か
、
表
彰
通
知
を
貰
っ
た
り

す
る
か
も
し
れ
な
い
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
訳
で
す
▼
先
刻

知
り
合
い
の
噂
を
し
て
い
た
が
翌

日
亡
く
な
っ
た
と
の
記
事
を
知
り

本
当
に
驚
く
。
明
日
は
我
が
身
に

あ
る
か
も
と
身
震
い
す
る
▼
神
林

で
も
こ
の
二
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、
地
区
、

町
会
、
常
会
行
事
の
殆
ど
が
中
止

と
な
り
、
公
民
館
五
部
門
委
員
会

も
手
持
ち
無
沙
汰
で
終
わ
っ
た
。

引
き
継
ぎ
す
る
に
も
体
験
不
足
で

実
例
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
さ
え
あ
り
大
変
心
配
な

問
題
で
す
▼
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
50

回
記
念
栞
の
発
行
も
２
年
続
け
て

中
止
さ
れ
て
今
年
の
文
化
祭
が
中

止
の
折
は
「
栞
」
の
発
行
は
取
り

や
め
と
運
営
委
員
会
で
は
決
め
て

い
る
と
い
う
。
明
日
は
分
か
ら
な

い
が
夢
と
希
望
で
明
る
く
動
き
の

あ
る
地
区
、
町
会
、
常
会
を
継
続

し
て
い
っ
て
貰
い
た
い
。

ま
で
歌
っ
た
曲
と
こ
れ
か
ら
の
歌

2
0
0
曲
が
入
っ
て
い
て
現
在
も

愛
用
し
て
い
る
。

　

指
導
者
の
藤
澤
良
彦
さ
ん
（
86

寺
家
）
の
あ
く
な
き
童
謡
継
承
の

信
念
で
保
育
園
へ
の
交
流
、
菅
野

小
の
児
童
と
の
演
奏
は
13
年
続
い

て
い
る
。

親
子
で
楽
し
く

親
子
で
楽
し
く

　
　
こ
い
の
ぼ
り
会

　
　
こ
い
の
ぼ
り
会　

ぽ
ん
ぽ

こ
り
ん
の

ひ
ろ
ば
が

4
月
21
日

（
木
）
福

祉
ひ
ろ
ば

で
開
催
さ

れ
た
。
毎

月
一
回
の
開
催
で
、
親
子
が
楽
し

く
交
流
す
る
場
で
す
。
年
度
初
で
、

職
員
含
め
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
五
月
の
節
句
に
ち
な
み
、
兜

と
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
の
は
生
ま
れ
て
11
か

月
の
「
は
る
い
ち
」
く
ん
と
「
さ

　

演
奏
会
で
は
、
日
本
国
際
童
謡

館
歌
手
星
野
ひ
な
子
さ
ん
の
独
唱

と
、
子
供
4
人
の
か
わ
い
い
歌
声

演
奏
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

ま
た
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
佐
原
玉
紀
さ

ん
は
、
母
上
が
神
林
の
出
身
と
の

縁
で
20
年
続
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ひ
ば
り
の
会
の
演
奏
は
こ
こ
2

年
し
っ
か
り
練
習
し
、
い
ざ
本
番

前
に
代
表
の
欠
場
が
あ
り
心
配
さ

れ
た
が
「
お
お
ひ
ば
り
」「
崖
の
上

の
ポ
ニ
ョ
」
な
ど
4
曲
を
無
事
に

歌
い
上
げ
、
さ
ら
に
モ
ナ
ミ
と
の

合
同
で
「
仲
よ
し
円
舞
曲
」
な
ど

を
元
気
よ
く
歌
い
「
あ
り
が
と
う
」

で
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

く
と
」
く
ん
の
二
人
で
、
お
母
さ

ん
が
兜
を
作
り
、
お
子
さ
ん
が
白

い
生
地
の
こ
い
の
ぼ
り
に
手
形
・

足
形
を
付
け
て
完
成
で
す
。

　

同
じ
年
代
の
お
子
さ
ん
を
育
て

る
お
母
さ
ん
達
と
お
話
し
も
出

来
、「
育
児
ス
ト
レ
ス
の
発
散
」
に

も
な
る
よ
う
で
す
の
で
一
度
参
加

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

創
立
25
周
年
記
念
演
奏
会
開
く

童
謡
歌
う

　ひ
ば
り
の
会
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運
営
委
員

町
会
長

　

川　

西　
　
　
　

 

塚
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昌
明
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渡
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賢
夫

　

寺　
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青
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健
治

　

南
荒
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浅
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芳
保

　

町　
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村
山　
　

良

　

下　

神　
　
　
　

 

倉
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哲
寛

　

梶
海
渡　
　
　

 

◎
小
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誠
一

町
内
公
民
館
長

　

川　
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塩
原　

和
彦
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〇
深
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悦
雄
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編
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△
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長　
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図
書
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員
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森
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司
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副
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史
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工
会
長　
　

 

上
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協
会
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一
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史
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司
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岡
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司

　
　

〃　
　
　
　
　

 

佐
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南
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井　
　
　
　

 

上
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博
之
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○
野
間　

順
子

　

町　

神　
　
　
　

 

野
口　
　

新

　
　

〃　
　
　
　
　

 

白
木　

伸
子

　

下　

神　
　
　
　

 

立
沢　
　

裕

　
　

〃　
　
　
　

 　

吉
澤　

知
歩

　

梶
海
渡　
　
　

 　

小
池　

秀
行

　
　

〃　
　
　
　
　

 

田
中　

歩
美

文
化
委
員

　

川　

西　
　
　

 

◎
筒
井　

賢
一

　

川　

東　
　
　
　

 

藤
牧
俊
一
郎

　

寺　

家　
　
　

 

○
塩
原　

昌
史

　

南
荒
井　
　
　

 　

上
條　
　

功

　

町　

神　
　
　
　

 

荒
井　

秀
夫

　

下　

神　
　
　

 　

畔
上　

博
志

　

梶
海
渡　
　
　
　

 

倉
科　

雅
彦

　

公
民
館
長　
　
　

 

丸
山　

勝
久

　

主　
　

事　
　
　

 

丸
山　

貴
大

　

嘱　
　

託　
　
　

 

岡
田　

康
子

◎
…
委
員
長　

○
…
副
委
員
長

△
…
会
計

　

三
村
昌
三
さ
ん
は
全
国
か
ら
多

数
が
応
募
す
る
「
刀
剣
研
磨
・
外

装
技
術
発
表
会
」
で
表
彰
さ
れ
た

日
本
刀
研
磨
の
名
人
だ
。
一
般
企

業
に
勤
務
し
な
が
ら
趣
味
と
し
て

嗜
ん
で
い
た
が
五
十
七
歳
で
退
職

後
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
独
学

で
腕
を
磨
き
、
全
国
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
表
彰
さ
れ
る
ま
で
に
至
る
。

研
磨
に
は
砥
石
が
重
要
だ
が
、
砥

石
の
状
態
を
細
部
ま
で
見
極
め
る

た
め
に
細
か
く
割
っ
て
小
片
の
状

態
を
確
認
す
る
。
東
京
や
京
都
な

ど
の
専
門
店
を
探
し
廻
っ
て
も
納

得
い
く
砥
石
は
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
。
三
村
さ
ん
は「
刀

に
よ
っ
て
状
態
が
違
う
か
ら
そ
の

刀
の
持
つ
良
さ
を
い
か
に
引
き
出

す
か
が
大
事
で
、そ
れ
が
難
し
い
。」

と
語
っ
た
。
日
本
刀
の
製
作
に
は

刀
身
、
研
磨
、
は
ば
き
、
つ
ば
、

つ
か
、
さ
や
な
ど
各
々
に
職
人
が

い
る
。「
鎌

倉
時
代
に

ど
の
様
に

刀
を
作
っ

て
い
た
か

わ
か
ら
な

い
。
現
代

の
刀
は
足

元
に
も
及

ば
な
い
。」

●
運
営
委
員
会

　

・
事
業
計
画
及
び
予
算

　
　
　
　
（
４
月
28
日
書
面
表
決
）

●
地
区
事
業
（
実
行
委
員
会
形
式
）

　

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
４
日
）

　

・
第
50
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
16
日
）

　

・
球
技
大
会　
　
（
２
月
26
日
）

●
館
報
編
集
委
員
会

　

・
公
民
館
報　
（
年
６
回
発
行
）

　

・
公
民
館
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
（
年
12
回
発
行
）

●
体
育
委
員
会

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興

●
文
化
委
員
会

　

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
～
９
月
）

　

・
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催

●
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

・
自
然
観
察
会　
（
７
月
27
日
）

●
地
域
づ
く
り
事
業

　

・
団
体
、
同
好
会
の
育
成
、

　
　
支
援

　

・
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

・
子
ど
も
会

　

・
育
成
会
な
ど
と
の
連
携

と
三
村
さ
ん
は
語
る
。
近
年
は
腕

利
き
の
職
人
が
少
な
く
「
仕
上
げ

研
磨
は
決
ま
っ
た
や
り
方
が
な
く
、

感
覚
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
伝
承

が
難
し
い
。」
と
も
語
っ
た
。

神
林
公
民
館
職
員

令
和
４
年
度 

事
業
計
画

令
和
４
年
度 

事
業
計
画

キーワードはなに?

【前回の答え】 【今回のキーワード】
ばお ん し ら さ い

本紙神林版の記事内にキーワードの文字が
散りばめられています。見つけて言葉にしてください。
わかった方は神林公民館に備え付けの用紙に必要事項を記
入してご応募ください。アンケートにお答えいただいた正解
者の中から抽選で5名に500円分の図書カードをプレゼン
ト！締切は6月30日（木）、当選発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。多数のご応募お待ちしています！

三
村
 昌三
さ
ん
（
南
荒
井
町
会
）13

神
林
に
こ
の
人
あ
り
！

令
和
４
年
度
公
民
館
委
員

松 本 市 公 民 館 報2022（令和4）年5月30日（月） 第379号④【神林版】


